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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月3日(2013.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　リッド部１２０は、＋Ｙ’軸側の面及び－Ｙ’軸側の面が凹凸のない平板状に形成され
ており、水晶フレーム１１０の＋Ｙ’軸側に配置される。リッド部１２０の－Ｙ’軸側の
面には、水晶フレーム１１０の枠部１１２と接合される接合面１２１が形成されている。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　ベース部１３０は水晶フレーム１１０の－Ｙ’軸側に配置される。ベース部１３０の＋
Ｙ’軸側の面には凹部１３１及び接合面１３２が形成されている。またベース部１３０の
＋Ｙ’軸側の面の四隅には電極パッド１３５が形成されている。ベース部１３０の－Ｙ’
軸側の面の＋Ｘ軸側及び－Ｘ軸側には一対の外部電極１３３が形成されている。また、ベ
ース部１３０の四隅にはキャスタレーション１３４が形成されており、キャスタレーショ
ン１３４にはキャスタレーション電極１３６が形成されている。各キャスタレーション電
極１３６は、＋Ｙ’軸側の面に形成されている電極パッド１３５と－Ｙ’軸側の面に形成
されている外部電極１３３とをそれぞれ電気的に接続している。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　図４に戻って、ステップＳ１０２では、リッドウエハＷ１２０が用意される。リッドウ
エハＷ１２０には、複数のリッド部１２０が形成されている。リッドウエハＷ１２０は、
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水晶材又はガラス材等により形成される。図９を参照してリッドウエハＷ１２０について
説明する。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　水晶フレーム２１０は、水晶振動部１１１と、枠部１１２と、連結部１１７とを備え、
水晶フレーム２１０をＹ’軸方向に貫通する貫通部１１３が形成されている。さらに、水
晶振動部１１１には一対の励振電極１１４が形成されている。また一対の励振電極１１４
は、一対の連結部１１７を通り枠部１１２の角まで形成される第１引出電極２１５ａ及び
第２引出電極２１５ｂを有している。第１引出電極２１５ａは、－Ｙ’軸側の励振電極１
１４から一方の連結部１１７を通り枠部１１２の第１辺１１２ａの－Ｙ’軸側の面の＋Ｚ
’軸側の隅まで形成されている。また、第２引出電極２１５ｂは、＋Ｙ’軸側の励振電極
１１４から他方の連結部１１７及び枠部１１２の第４辺１１２ｄを通り、第２辺１１２ｂ
と第４辺１１２ｄとが交差した貫通部１１３の第３角部１１３ｃで＋Ｙ’軸側の面から－
Ｙ’軸側の面に引き出され、枠部１１２の第２辺１１２ｂの－Ｙ’軸側の面の－Ｚ’軸側
の隅まで形成されている。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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